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《Win書庫でのクラス名の利用について》 2023．9．1

Win書庫での生徒の情報は、数字による学年番号･組番号･席番号で管理しています。また、各
種統計データを記録する場合も、年組席が数値であることが、統計データを作成する上で有利で
す。多くの学校では、年組席を番号で呼称する場合がほとんどですが、一部の学校では、組をア
ルファベットで呼称したり、植物名や動物名で呼称する場合があります。Win書庫V4.1では、
最新バージョンに至るまでに、以下のようにクラス名形式が変化しています。

V4.1初期バージョン 旧形式クラス名リスト ⇒ 2列データ（組番号,組名）
生徒登録データの形式 ⇒ 5,A ※クラス名のみ

このバージョンでは、生徒情報からは、「クラス名」しか取得できないので、貸
出統計を記録する等の処理では、「クラス名リストファイル」から「クラス名と組
番号の対応」を取得する必要があります。

2018年3月修正以降 旧形式クラス名リスト ⇒ 変更なし
生徒登録データの形式 ⇒ 5,5:A ※組番号+クラス名

前バージョンの問題点を解決する為に、生徒情報の「組データ」に、「組番号と
クラス名の複合データ」を使用しましたが、組だけやクラス名だけの表示を行うに
は、データを分離する処理を行う必要があります。

2023年10月修正以降 新形式クラス名リスト ⇒ 多列データ（学年毎のクラス名）
（今回の修正） 生徒登録データの形式 ⇒ 5,1 組番号データ

51,A クラス名データ

2023年10月以降の修正では、組番号データとクラス名データを別々に記録する
ことで、Win書庫の各メニューで生徒情報（年組席）を利用する時のアルゴリズム
を単純化させることが可能となるとともに、クラス名の利用の有無が、貸出統計な
どに影響を与えないことや、学年毎に、クラス名の使用の有無を指定できるメリッ
トが生まれました。（例えば、1年生はクラス名を使用し、2年生以上の学年では、
組番号を使用する・・・など。）

今回の修正では、クラス名の記録方法を変更する点に加えて、「姓名よみ」の記
録方法も変更しました。これまでは、「タグ7」に、姓名漢字の後に「／」を介し
て「よみ」を記録していましたが、10月修正以降は、「姓名よみ／タグ71」を追加
して記録し、姓名漢字（タグ7）と独立分離させます。

姓名よみの記録方式のアップデートにつきましても、今回の｛生徒データアップ
デート｝プログラムで、自動的に修正されます。

◇現状の生徒登録データ（旧形式）について

利用者登録データの保存場所：
[書庫セットアップドライブ]\WSYOKOGYO\KASIDASI\ 内のフォルダー

◆現在「クラス名を使用しない」設定で運用している場合の登録データ例

←組番号のみのデータ

←姓名（よみ無し）

※ 「クラス名を使用しない」かつ「姓名よみを記録しない」場合のデータ
は、現状のデータも、10月以降のデータも完全に同一です。
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◆現在「クラス名を使用する」設定で運用している場合の登録データ例

←現状での組番号･クラス名を記録

←現状でのよみを記録

※ 現状では、クラス名は組番号の後に、「：」（半角コロン）を介して
記録しています。

上記の例では、 5,1:A 先頭の5は、組番号タグ
1:A は、1組・Aクラス

◇新形式生徒登録データについて

◆現在「クラス名を使用しない」設定で運用している場合の登録データ例

「姓名よみ」を使用しない場合は、旧形式の生徒登録データと、形式は同じです。
「姓名よみ」を使用する場合は、「タグ71」形式に変換が必要です。

◆現在「クラス名を使用する」設定で運用している場合の登録データ例

←組番号のみ（5タグ）

←漢字姓名のみ（7タグ）

←分離したクラス名（51タグ）
←分離した姓名よみ（71タグ）

◇新形式の「クラス名リストデータ」の形式について

※クラス名リストデータ････学年番号・組番号にどのクラス名が対応するかを示す
リストデータ

ファイル名： [書庫セットアップドライブ]\WSYOKOGYO\WSI\KUMI.csv

◆ケース1：クラス名を使用しないで運用（ほとんどの学校はこの運用と思われます。）

・｛貸出環境設定｝メニューで、「クラス名の利用(19)」の設定を、「使用し
ない」に設定します。

・クラス名リストデータを作成する必要はありませんが、作成しても問題あ
りません。（既に作成した旧形式クラス名リストデータがあっても、問題
はありません。）

・クラス名に関するアップデートは必要ありませんが、姓名よみを使用して
いる場合は、アップデートが必要です。
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◆ケース2：全ての学年で組毎に同じクラス名を使用して運用

クラス名を使用する一般的な運用です。

・｛貸出環境設定｝で、「クラス名の利用(19)」の設定を、「利用する」に設
定します。

・クラス名リストデータは、次のような新形式のデータを作成します。

※3学年5クラスの例（クラス名をA･B･C・・・とする場合）

組番号 1年 2年 3年
1組 A A A
2組 B B B
3組 C C C
4組 D D D
5組 E E E

注意：上記データを｛環境設定｝｛クラス名｝メニュー
で作成する場合は、1年のクラス名を入力するだけ
で、残りの学年は、自動コピーで作成できます。

・｛利用者管理｝で、生徒を登録する際、年・組を数値で入力したとき、ク
ラス名は、自動的に上記クラスデータマトリックスから取得し、利用者デ
ータタグ「51」に記録します。（組番号は、タグ「5」に記録します。）

◆ケース3：学年・組毎に、全て異なるクラス名を使用して運用

小規模の学校で、学年に関わらず異なるクラス名を使用する運用です。

・｛貸出環境設定｝で、「クラス名の利用(19)」の設定を、「新形式」に設定
します。

・クラス名データは、次のような新形式のデータを作成します。
※6学年1クラスの例（クラス名を動物名とする場合）

組番号 1年 2年 3年 4年 5年 6年
1組 きりん やぎ ぞう うさぎ らくだ くま

注意：上記データを｛環境設定｝｛クラス名｝メニュー
で作成する場合は、Excelで作成したデータを、イ
ンポートして作成するのが効率的です。

・｛利用者管理｝で、生徒を登録する際、年・組を数値で入力したとき、ク
ラス名は、自動的に上記クラスデータマトリックスから取得し、利用者デ
ータタグ「51」に記録します。（組番号は、タグ「5」に記録します。）

◆ケース4：1･2年生だけをクラス名で、他の学年を組番号で運用

一般的な小学校で、低学年のクラス名を親しみやすくした営です。

・｛貸出環境設定｝で、「クラス名の利用(19)」の設定を、「新形式」に設定
します。

・クラス名データは、次のような新形式のデータを作成します。
※6学年3クラスの例（クラス名を動物名とする場合）

組番号 1年 2年 3年 4年 5年 6年
1組 きりん くま
2組 うさぎ やぎ
3組 らくだ ぞう

注意：上記データを｛環境設定｝｛クラス名｝メニュー
で作成する場合は、1年･2年のクラス名だけを入力
し、3年以降にはクラス名を入力しないで空欄とし
ます。



- 4 -

・｛利用者管理｝で、生徒を登録する際、年・組を数値で入力したとき、ク
ラス名は、自動的に上記クラスデータマトリックスから取得し、利用者デ
ータタグ「51」に記録します。（組番号は、タグ「5」に記録します。）
3年生以上は、クラス名が無いのでタグ「51」データは作成されません。

・｛カウンター｝や｛貸出状況｝などのメニューで、生徒情報を表示する時、
クラス名が登録されていない3年生以上の生徒は、自動的に組番号で表示
されます。

以上4つのケースに付いて説明しましたが、工夫すれば、他のケースでも柔軟に運用可能です。

◇各ユーザー校での対応について

◆クラス名を使用しない運用の場合（多くの学校の運用方法です。）

｛貸出環境設定｝メニューで、「クラス名の利用(19)」の設定が、「使用しない」に設
定されていることを確認して下さい。これまで通りの運用で問題ありませんが、｛利用者
管理｝メニューを使用して「利用者登録データアップデート」が起動した場合 は、起動
後、メニューが「クラス名を使用しない」を検出しますので、画面の表示に従ってアップ
デートしないで、メニューを終了して下さい。（クラス名に関するアップデートが無い場
合でも、姓名よみのアップデートがある場合があります。）

◆クラス名を使用する運用の場合

10月アップデートを行った後に、｛利用者管理｝メニューを起動すると、「利用者登録
データアップデート」が起動します。起動画面上部の｢最初にお読み下さい・作業手順」
をクリックして、作業手順を確認しながら作業を進めて下さい。

アップデートが完了後は、自動的に「新形式のクラスファイル」を使用する設定に変更
されます。

新形式のクラス名データを使った運用での、各種メニュー（｛カウンター｝や｛利用者
管理｝など利用者情報を扱うメニュー）の使い方については、それぞれのメニューのマニ
ュアルを参照して下さい。


